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多
く
の
市
民

の
皆
様
が
、
健

康
づ
く
り
の
た

め
、
早
朝
や

夕
方
、
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
に
励
ま

れ
て
い
ま
す
。

目
標
を
持
ち
、

よ
り
意
欲
的

に
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
く
た
め
に
と
、
霞
ヶ
浦
・
北
浦
一
周
メ

モ
リ
ー
マ
ッ
プ
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
市
役
所

の
職
員
提
案
制
度
の
一
つ
で
、
地
図
上
で
霞
ヶ
浦
・

北
浦
一
周
を
通
し
て
、
楽
し
み
な
が
ら
健
康
づ
く

り
に
挑
戦
し
て
も
ら
お
う
と
す
る
も
の
で
す
。
毎

日
、
１
万
歩
あ
る
く
と
、
１
カ
月
で
霞
ヶ
浦
・
北

浦
を
一
周
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
万
歩
と
限
ら

す
、
少
し
ず
つ
で
も
結
構
で
す
の
で
、
挑
戦
し
て

く
だ
さ
い
。
こ
の
メ
モ
リ
ー
マ
ッ
プ
は
、
各
庁
舎
の

総
合
窓
口
や
各
保
健
セ
ン
タ
ー
、
各
公
民
館
・
各

運
動
場
に
あ
り
ま
す
。
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

霞
ヶ
浦
・
北
浦
一
周

　
　
　
　
　
　
　

メ
モ
リ
ー
マ
ッ
プ

健
康
増
進
課
（
北
浦
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　

☎ 

０
２
９
１
（
３
４
）
６
２
０
０

　

５
月
24
日
に
行
方
市
統
計
調
査
員
協
議
会
代
議

員
会
が
開
催
さ
れ
、
今
年
度
の
実
施
事
業
等
に
つ

い
て
協
議
が
さ
れ
ま
し
た
。
代
議
員
会
の
開
催
に

あ
た
り
、
市
統
計
功
労
者
感
謝
状
贈
呈
式
を
開
催

し
、
市
長
よ
り
感
謝
状
の
贈
呈
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
２
月
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
茨
城
県
統
計

功
労
者
表
彰
式
に
お
い
て
、
各
賞
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
皆
様
方
の
紹
介
が
さ
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
、

永
年
に
わ
た
り
各
種
統
計
調
査
に
従
事
さ
れ
ま
し

た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し

た
。
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

○
総
務
大
臣
表
彰
受
賞
者

　

平
塚　

昭　

松
金
七
郎　

寺
内
泰
夫

○
県
知
事
表
彰
受
賞
者

　

笹
目
吉
久　

松
澤
善
一　

原
田
祥
弘

○
茨
城
県
統
計
協
会
総
裁
表
彰
受
賞
者

　

伊
藤
伸
一
郎　

小
室　

旭　

中
村
和
巳

平
成
24
年
度　

行
方
市
統
計
調
査
員

協
議
会
代
議
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

企
画
政
策
課
（
麻
生
庁
舎
）

　
　
　

☎ 

０
２
９
９
（
７
２
）
０
８
１
１

総
務
課
（
麻
生
庁
舎
）

　
　
　

☎ 
０
２
９
９
（
７
２
）
０
８
１
１

○
統
計
功
労
者
感
謝
状
受
賞
者

　

宮
橋　

脩　

宮
内
弘
道　

礒
山
嘉
秀

　

関
野　

守　

箱
根
勝
巳　

中
田　

榮

　

茂
木
要
一

市　

職　

員　

採　

用　

試　

験

　

平
成
24
年
度
市
職
員
採
用
試
験
を
次
の
と
お
り

行
い
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

試 

験 

日

第
１
次
試
験　

９
月
16
日
（
日
）

▽
会
場　

茨
城
大
学
（
水
戸
市
文
京
２-

１-

１
）

第
２
次
試
験　

11
月
上
旬
予
定

　
　
　
　
　
　
（
第
１
次
試
験
合
格
者
）

受
付
期
間

７
月
２
日
（
月
）
～
７
月
31
日
（
火
）

職
種
・
採
用
予
定
人
数
・
受
験
資
格

試
験
区
分
採
用
予

定
人
員

受
験
資
格

一
般
事
務
若
干
名
昭
和
57
年
４
月
２
日
か
ら
、

平
成
７
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
人

保
健
師

１
名

昭
和
57
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
人
で
、
保
健

師
免
許
資
格
取
得
者
、
ま

た
は
平
成
25
年
３
月
末
ま

で
に
資
格
取
得
見
込
み
の

者

資
料
の
請
求
方
法

直
接
、
総
務
課
へ
お
い
で
い
た
だ
く
か
、
郵
送
で
。

※�

郵
便
で
請
求
す
る
場
合
は
封
筒
の
表
に
（
職
員

採
用
試
験
申
込
用
紙
請
求　

大
学
卒
又
は
短

大
・
高
校
卒
等
）
と
朱
書
き
し
、
あ
て
先
を
明

記
し
て
１
２
０
円
切
手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒

（
角
２
サ
イ
ズ
）
を
必
ず
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

資
料
は
、
北
浦
庁
舎
・
玉
造
庁
舎
の
総
合
窓
口

課
に
も
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
職
員
採

用
試
験
案
内
は
行
方
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

http://w
w
w
.city.nam

egata.ibaraki.jp/

資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ

〒
３
１
１-

３
８
９
２　

行
方
市
麻
生
１
５
６
１-

９
行
方
市
総
務
部
総
務
課
人
事
グ
ル
ー
プ

電
話
０
２
９
９-

７
２-

０
８
１
１

　

任
期
満
了
に
伴
う
行
方
市
農
業
委
員
会
委
員
一

般
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。

投
票
日　

８
月
26
日
（
日
）　

午
前
７
時
か
ら
午
後
６
時

▽
投
票
場
所　

入
場
券
に
記
載
さ
れ
た
投
票
所

期
日
前
投
票

８
月
20
日
（
月
）
～
25
日
（
土
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

▽
場
所

第
１
選
挙
区
（
麻
生
地
区
）
麻
生
庁
舎

第
２
選
挙
区
（
北
浦
地
区
）
北
浦
庁
舎

第
３
選
挙
区
（
玉
造
地
区
）
玉
造
庁
舎

立
候
補
届
出
受
付

８
月
19
日
（
日
）
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時

麻
生
保
健
セ
ン
タ
ー
（
麻
生
庁
舎
隣
）

定　
　

数

第
１
選
挙
区
（
麻
生
地
区
）
８
人

第
２
選
挙
区
（
北
浦
地
区
）
８
人

第
３
選
挙
区
（
玉
造
地
区
）
８
人

立
候
補
予
定
者
説
明
会

７
月
26
日
（
木
）
午
後
２
時

▽
場
所　

北
浦
庁
舎
第
１
会
議
室

※
会
場
の
都
合
上
、
出
席
者
は
１
候
補
者
２
名
以

　

内
で
お
願
い
し
ま
す
。

行
方
市
農
業
委
員
会
委
員

　
　
　
　
一
般
選
挙
の
お
知
ら
せ

選
挙
管
理
委
員
会
（
総
務
課
内
：
麻
生
庁
舎
）

　
　
　

☎ 

０
２
９
９
（
７
２
）
０
８
１
１
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外
国
人
住
民
の
み
な
さ
ま
へ

住
民
基
本
台
帳
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
２
０
１
２
年
（
平
成
24
年
）
７
月

９
日
か
ら
【
外
国
人
住
民
の
基
本
台
帳
制
度
】
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
住
所
に
関
す
る
届
出
が
変
わ
り
ま
す
の
で
、【
転
入
・
転
出
の

手
続
き
】
に
つ
い
て
以
下
の
と
お
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

＊ 

入
国
す
る
外
国
人
に
つ
い
て

　

中
長
期
在
留
者
な
ど
が
国
外
か
ら
転
入
し
た
場
合
、
そ
の
日
か
ら
14
日
以

内
に
在
留
カ
ー
ド
等
を
持
参
し
、
市
町
村
の
窓
口
で
転
入
の
届
出
を
行
う
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

住
居
地
の
届
出
に
基
づ
き
、
在
留
カ
ー
ド
等
の
裏
面
に
記
載
い
た
し
ま
す
。

行
方
市
で
の
転
入
手
続
き
は
、
玉
造
庁
舎　

総
合
窓
口
課
へ
届
け
出
て
く
だ

さ
い
。

＊
国
内
で
住
所
を
変
更
す
る
外
国
人
に
つ
い
て

　

転
出
の
際
に
は
日
本
人
と
同
様
に
転
出
手
続
き
が
必
要
と
な
り
、
転
入
時
に
は
転
出
証

明
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

住
所
を
変
更
す
る
際
に
は
、
在
留
カ
ー
ド
又
は
特
別
永
住
者
証
明
書
、
外
国
人
登
録
証

明
書
の
い
ず
れ
か
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

＊ 

出
国
す
る
外
国
人
に
つ
い
て

　

国
外
に
転
出
す
る
場
合
は
、
再
入
国
許
可
を
得
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
原
則
と
し

て
転
出
の
届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
１
．
行
方
市
で
の
転
出
の
手
続
き
及
び
住
民
票
の
交
付
申
請
は
、
麻
生
・
北
浦
・
玉
造

庁
舎
の
総
合
窓
口
課
（
室
）
で
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
２
．
住
居
地
に
関
す
る
届
出
は
、
本
人
と
同
居
す
る
親
族
に
加
え
、
本
人
の
依
頼
（
委

任
状
等
）
を
受
け
た
任
意
代
理
人
や
使
者
等
が
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
総
合
窓
口
課
（
玉
造
庁
舎
）　

電
話　

０
２
９
９-

５
５-

０
１
１
１

　

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
会
計
の
最
近
の
状
況
を
表
す
典
型
的
な
グ
ラ
フ
が

左
の
Ａ
、
Ｂ
そ
し
て
Ｃ
で
す
。
グ
ラ
フ
Ａ
は
基
金
の
保
有
額
で
す
。
グ
ラ
フ
Ｂ

は
国
保
税
の
税
収
額
、
グ
ラ
フ
Ｃ
は
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
へ
の
一
般
会
計

か
ら
の
繰
り
入
れ
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
は
震
災
と
い
う
特
別
な
事
情
が
あ
り
ま
す
が
、
過
去
４
年
間
で

急
激
な
変
化
を
と
げ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
特
に
ブ
ラ
フ
Ｂ
に
注
目
し

て
み
る
と
、
保
険
税
収
入
が
毎
年
著
し
く
低
下
し
て
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

保
険
税
率
は
平
成
18
年
度
か
ら
変
更
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
に

低
下
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？
原
因
の
い
く
つ
か
を
あ
げ
て
み
る
と
、
国
保

の
世
帯
や
人
口
が
減
っ
て
い
る
こ
と
。
税
金
の
減
額
等
を
実
施
し
て
い
る
世
帯

が
多
く
な
っ
た
こ
と
。
景
気
の
動
向
な
ど
で
保
険
税
の
支
払
い
が
難
し
く
な
っ

た
世
帯
が
多
く
な
っ
た
こ
と
。
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
原
因
が
複

雑
に
重
な
っ
て
保
険
税
収
の
減
少
が
起
こ
っ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
は
特
別
会
計
と
い
っ
て
、
そ
の
会
計
内
で
経
費
を
ま
か
な
う
こ
と
が
原
則
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、グ
ラ
フ
Ｃ
の
よ
う
に
一
般
会
計
と
い
う
別
の
会
計
か
ら
経
費
を
持
っ

て
く
る
の
は
特
別
の
場
合
で
す
。
緊
急
一
時
的
に
そ
の
よ
う
な
状
態
に
な
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
ま

す
が
、
恒
常
的
に
こ
の
よ
う
な
状
態
が
続
く
と
、
保
険
税
収
が
減
少
し
て
い
け
ば
、
比
例
す
る
よ

う
に
グ
ラ
フ
Ｃ
が
上
昇
す
る
こ
と
は
容
易
に
予
測
で
き
ま
す
。
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
は
い
ざ

と
い
う
と
き
の
基
金
の
増
加
と
安
定
的
な
国
保
税
の
確
保
が
喫
緊
の
課
題
と
い
え
ま
す
。

シリーズ　国民健康保険

シリーズ　在留管理制度　Ⅲ

グ
ラ
フ
は
語
る

H20 H21 H22 H23
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市
民
交
流
促
進

　

総
合
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
名
募
集

企
画
政
策
課
（
麻
生
庁
舎
）

　
　
　

☎ 
０
２
９
９
（
７
２
）
０
８
１
１

　

行
方
市
で
は
、
２
０
１
２
年
９
月
２
日
の
行
方

市
市
制
施
行
７
周
年
に
合
わ
せ
て
、「
行
方
市
市

民
交
流
促
進
総
合
サ
イ
ト
（
以
下
行
方
市
総
合

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
）」
を
開
設
し
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
行
方
市
総
合
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

開
設
に
あ
た
っ
て
、
皆
様
に
親
し
ん
で
使
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
な
愛
称
を
募
集
し
ま
す
。
厳
正
な

る
選
考
の
結
果
採
用
さ
れ
た
愛
称
の
応
募
者
１
名

に
、
豪
華
賞
品
を
進
呈
し
ま
す
。

応
募
期
間

７
月
2
日
（
月
）
～
８
月
８
日
（
水
）

（
郵
送
の
場
合
、
当
日
消
印
有
効
）

応
募
方
法

は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
特
設
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
左

記
の
項
目
を
記
入
の
上
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

①
行
方
市
総
合
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
愛
称

（
１
回
の
ご
応
募
に
つ
き
１
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

②
愛
称
の
理
由

③
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

④
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
開
で
き
る
ペ
ン
ネ
ー
ム

そ
の
他

※�

今
回
の
募
集
に
関
し
て
行
方
市
が
応
募
者
か
ら

取
得
し
た
個
人
情
報
は
、
行
方
市
個
人
情
報
保

護
に
関
す
る
条
例
に
従
い
適
正
に
管
理
し
、
本

事
業
に
関
す
る
目
的
以
外
に
使
用
し
ま
せ
ん
。

※�
愛
称
は
、
応
募
者
本
人
が
創
作
し
た
も
の
で
、

同
一
又
は
類
似
の
愛
称
が
他
に
応
募
又
は
発
表

さ
れ
て
な
く
、
第
３
者
の
権
利
を
侵
害
し
な
い

も
の
と
し
ま
す
。

※�

愛
称
の
著
作
権
、
２
次
使
用
権
、
商
品
化
権
、

そ
の
他
一
切
の
権
利
は
行
方
市
に
帰
属
し
ま
す
。

　

任
期
満
了
に
伴
う
霞
ヶ
浦
北
浦
海
区
漁
業
調
整

委
員
会
委
員
一
般
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。

投
票
日

７
月
19
日
（
木
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時

期
日
前
投
票

７
月
11
日
（
水
）
～
７
月
18
日
（
水
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

▽
場　

所　

行
方
市
役
所　

麻
生
庁
舎

立
候
補
届
出
受
付　

７
月
10
日
（
火
）

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時

▽
場　

所

茨
城
県
庁
行
政
棟
９
階
共
用
会
議
室
９
０
１

定　
　

数　

６
人

霞
ヶ
浦
北
浦
海
区
漁
業
調
整
委
員
会

　
　
　

委
員
一
般
選
挙
の
お
知
ら
せ

選
挙
管
理
委
員
会
（
総
務
課
内
：
麻
生
庁
舎
）

　
　
　

☎ 

０
２
９
９
（
７
２
）
０
８
１
１

浄化槽をお使いの皆様へ
　浄化槽は、微生物などの働きを利用して

水をきれいにする装置です。そのため、浄

化槽の機能を十分に発揮させるには、定期

的な維持管理（保守点検・清掃）と定期検

査（法定検査）が必要であり、法律により

実施が義務付けられています。

　適正な維持管理と定期検査を行い、浄化

槽を正しく使っていただくよう皆様のご協

力をお願いします。

【保守点検】
■�浄化槽内の機器、送風機やタイマーなど

の点検調査を行います。また、消毒剤を

定期的に補充し、放流先が不衛生になら

ないようにするのも重要な作業です。

■ �10 人槽以下の家庭用浄化槽の場合、年 3

～ 4回行う必要があります。

■�県に登録している保守点検業者に委託し

てください。

【清　　掃】
■�浄化槽内に溜まった汚泥などを抜き取る

のが清掃です。

■�年に 1回以上（全ばっ気方式は 6カ月に 1

回以上）行う必要があります。

■�市町村の許可を受けた清掃業者に委託し

てください。

【法定検査】
■�浄化槽の保守点検・清掃がきちんと行わ

れ、きれいな水が放流されているかを検

査します。

■�最初の検査は、浄化槽を使い始めてから 3

～ 8 カ月以内に行う必要があり、その後

は毎年 1回受ける必要があります（検査

は有料です）。

■�県指定検査機関である（社）茨城県水質

保全協会に申し込みをしてください。

（電話：０２９－２９１－４００４）

【問い合わせ】
　下水道課（玉造庁舎）

　電話　０２９９－５５－０１１１

　茨城県生活環境部環境対策課

　電話　０２９－３０１－２９６６

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
３
１
１-

３
８
９
２

行
方
市
麻
生
１
５
６
１-

９　

行
方
市
役
所
（
麻
生
庁
舎
）
企
画
政
策
課
内

「
行
方
市
総
合
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
名
称
募
集
係
」

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
２
９
９-

７
２-

０
８
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
２
９
９-

７
２-

２
１
７
４

http://nam
egata.m

ypl.net

詳
細
は
特
設
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

皆
様
の
ご
応
募
、
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

◎
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
と
は
？

　

行
方
市
総
合
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
は
、
行
政
・
民

間
も
含
め
た
地
域
の
あ
ら
ゆ
る
情
報
を
集
約
し
た
、

「
こ
こ
を
見
れ
ば
行
方
市
の
情
報
は
何
で
も
わ
か

る
」
と
い
う
サ
イ
ト
で
す
。
市
民
の
み
な
さ
ま
一

人
ひ
と
り
が
、
行
方
市
の
情
報
や

魅
力
を
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
る
、

そ
ん
な
サ
イ
ト
で
す
。
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後期高齢者医療制度についてのお知らせ

　平成 24 年度および平成 25 年度の後期高齢

者医療保険料率が、２月28日に開催された茨

城県後期高齢者医療広域連合議会定例会におい

て右記のとおり決定されました。

　平成 24 年度の保険料については、７月中旬

ごろに送付される「後期高齢者医療保険料額決

定通知書」でご確認ください。

平成 24・25 年度 平成 22・23 年度
（参考）

保険料
均等割額 ３９，５００円 ３７，４６２円

所得割率 ８．００％ ７．６０％

保険料の賦課限度額
（上限額） ５５万円 ５０万円

※保険料率は（均等割額・所得割率）は、都道府県単位で計算され、２年ごとに見直されます。
◆保険料の決め方◆

１年間の保険料額
（100円未満切捨て）

均等割額
３９，５００円

所得割額
〔前年中の総所得金額‐基礎控除（33 万円）〕× 8.00％

◆保険料の軽減◆
①均等割額の軽減　世帯（被保険者と世帯主）の所得水準にあわせて軽減されます。
②所得割額の軽減　基礎控除後の総所得金額が 58万円以下（年金収入のみの方は、153 万円から211 万円以下）の場合は
　　　　　　　　　５割軽減されます。

③その他の軽減　　後期高齢者医療制度に加入前に会社などの健康保険の被扶養者であった方は、均等割額が９割軽減され、
　　　　　　　　　所得割額はかかりません（国民健康保険、国民健康保険組合の加入者は該当しません）。

◆保険料の納め方◆

＊ご注意ください＊　年金から天引きされている方で、東日本大
震災により保険料減免の決定を受けた方は、保険料が変更され
たことにより年金からの天引きが一時停止されます。「後期高齢者
医療保険料額決定通知書」を必ずご確認
いただき、納付書がある場合は、納付書
にて納付をお願いします。

特別徴収 普通徴収

年金からの天引き 納付書または口座振替

年金（遺族・障害年金
を除く）額が年額 18 万
円以上で、介護保険料
との合計額が年金支給
額の２分の１を超えな
い方

左記に該当しない方や
新たに加入された方

＊�年金からの天引きの方は、希望により普通徴収（口座振替のみ）
に変更することもできます。

８月１日に被保険者証が更新されます

　現在お使いの被保険者証は、７月31日までの有効期限となっています。新しい被保険者証は、７月下旬ごろに郵送しますの

で、お受け取りをお願いします（「限度額適用・標準負担額減額認定証」の対象となる方は、あわせて郵送します）。

■問い合わせ　保険料の計算について　茨城県後期高齢者医療広域連合　事業課　☎ 029-309-1213
　　　　　　　保険料の納付について　国保年金課（玉造庁舎）医療グループ　　☎ 0299-55-0111

＝ +

※行方市では、新たな自主財源の確保や地元商工業者などの活性化、市民生活情報の提供を目的に有料広告掲載の取り組みを行っています。

後期高齢者医療保険料が変更になります
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税 金 のお知らせのお知らせ

今月の税金
固定資産税　　　第2期

国民健康保険税　第１期

納付期限（口座振替日）は

　　　7月 31日です。

市税はコンビニでも納付できます

　市税等（固定資産税、軽自動車税、市県民税、国民健康保険税）をコンビ

ニエンスストア（コンビニ）で納付することのできる【コンビニ収納】が便

利です。ただし、各税の納期限内に限ります。

　市税等の納税通知書と同封の納付書で、市内はもち

ろんのこと、市外のほとんどのコンビニで納付するこ

とができます。（30 万円以下、手数料なし）

問い合わせ　税務課・収納対策課（麻生庁舎）　℡ 0299-72-0811

◇不動産公売に参加してみませんか

　茨城租税債権管理機構では、一般の方も参加できる入札により、不動産を公売します。

　詳細は茨城租税債権管理機構のホームページ【http://www.ibaraki-sozei.jp/】のインターネット公売にて、

ご確認ください。なお、入札参加申し込みはＹａｈｏｏ！オークション内の茨城租税債権管理機構インター

ネット公売【http://koubai.auctions.yahoo.co.jp/ibaraki_sozei/】にて、平成 24 年７月６日午後１時より手続

き開始となりますので、ご確認ください。

○公売参加申込期間・・・平成 24 年７月６日　午後１時　～　平成 24 年７月 20 日　午後 11 時

○入札期間・・・・・・・平成 24 年７月 27 日　午後１時　～　平成 24 年８月３日　午後１時

○公売の場所・・・・・・ヤフー株式会社が提供するインターネット公売システム上

【売却区分番号 24 － 28】

見積価額　５，７００，０００円　　　公売保証金　６００，０００円

財産の表示　

※中止になる場合があります。

【問い合わせ】茨城県水戸市柵町１丁目３番１号　茨城租税債権管理機構　℡０２９－２２５－１２２１

（物件１）所　　在　　行方市玉造字緑ケ丘

　　　　地　　番　　甲６５１７番３

　　　　地　　目　　宅地

　　　　地　　積　　１３３２．３１㎡

（物件２）所　　在　　行方市玉造字緑ケ丘

　　　　地　　番　　甲６５１７番１３

　　　　地　　目　　宅地

　　　　地　　積　　３７．１１㎡

がんばろう茨城

理容まつり今年もやります！

7月 16日（月）茨城空港
　　　午前10時開始

皆さまと共に　理容組合鉾田支部
問い合わせ　TEL:0291-35-3256

行
方
幕
府
Ｉ
Ｔ
の
す
す
め

一
、
パ
ソ
コ
ン
教
室

一
、
記
憶
と
記
録
の
電
子
化

＊
回
覧
板
書
類
の
清
書

＊
思
い
出
の
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
を

    

Ｄ
Ｖ
Ｄ 

に
ダ
ビ
ン
グ

 

＊
香
典
帳
・
新
盆
見
舞
名
簿
を

　
　

パ
ソ
コ
ン
入
力
、
見
や
す
く

　
　

あ
い
う
え
お
順
に
整
理
製
本

式
場
帳
場
で
出
張
作
業
も
承
り
ま
す

ー 

詳
し
く
は
お
電
話
で

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い 

ー

一
般
社
団
法
人　

行
方
幕
府

☎
０
２
９
１
（
３
５
）
４
３
２
１

　
　

行
方
市
小
貫
２
９
〜
４

※行方市では、新たな自主財源の確保や地元商工業者などの活性化、市民生活情報の提供を目的に有料広告掲載の取り組みを行っています。
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　幼稚園 (4)、小学校（14）、中学校（3）、
　学校給食センター (2)

　公民館（3）、地区館・学習センター (14)、
　図書館、文化会館

　運動場（3施設）
　野球場、グラウンド、Ｂ＆Ｇ施設含む

行方市の

「人づくり」に向けて
～市教育委員会の組織と
　　　　　　　　　事業について～

　

行
方
市
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
。
健
や

か
な
成
長
は
、
多
く
の
市
民
の
願
い
で
す
。
こ

の
た
め
に
行
政
だ
け
で
な
く
、
家
庭
や
地
域
で

様
々
な
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
市

民
の
皆
さ
ん
と
行
政
で
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
人

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

行
政
で
の
人
づ
く
り
の
一
つ
と
し
て
教
育
委

員
会
の
取
り
組
み
を
シ
リ
ー
ズ
に
て
紹
介
し
て

い
き
ま
す
。

○
教
育
委
員
会
を
ご
存
じ
で
す
か
。

　

教
育
委
員
会
は
、
教
育
の
政
治
的
中
立
性
を

保
持
し
、
学
校
教
育
や
生
涯
学
習
等
の
振
興
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
設
置
さ
れ
た
、
市
長
か
ら

独
立
し
た
執
行
機
関
で
す
。
教
育
に
関
す
る
事

務
の
管
理
及
び
執
行
の
基
本
的
な
方
針
等
に
つ

い
て
審
議
し
決
定
し
ま
す
。 

　

行
方
市
教
育
委
員
会
は
６
人
の
教
育
委
員
で

構
成
さ
れ
、
会
議
を
主
宰
し
教
育
委
員
会
を
代

表
す
る
の
が
委
員
長
で
す
。
ま
た
、
教
育
委
員

会
の
事
務
を
処
理
す
る
の
が
事
務
局
で
、
指
揮

監
督
す
る
の
が
教
育
委
員
の
１
人
で
あ
る
教
育

長
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
子
ど
も
た
ち
の
学
校
教
育
か

ら
社
会
人
の
生
涯
学
習
、
社
会
体
育
事
業
な
ど

を
中
立
的
な
立
場
で
地
域
住
民
の
意
向
を
反
映

さ
せ
な
が
ら
安
定
的
に
推
進
し
継
続
さ
せ
て
い

く
こ
と
が
そ
の
役
割
で
す
。

　

教
育
と
は
、
個
人
の
精
神
的
な
価
値
の
形
成

を
目
指
す
こ
と
か
ら
、
中
立
公
正
は
当
然
の
こ

と
で
す
。
教
育
行
政
の
執
行
に
は
、「
政
治
力
」

や
「
個
人
的
な
価
値
判
断
」
か
ら
の
影
響
を
受

け
な
い
「
中
立
公
正
」
が
原
則
で
す
。

委員長以下６名

教育長（委員）

・幼児教育の充実（地域交流事業、施設整備事業など）

・学校教育の充実（国際理解教育、情報教育、環境教育、

健康教育、キャリア教育、小中一貫教育など）

・教育環境の充実

（教職員の研修、施設設備、学校給食、安全対策など）

・教育環境の充実（教職員の研修、施設設備、学校給食、

安全対策など）

・開かれた学校づくり（地域連携、学校経営の充実など）

学校教育課

生涯学習課

・生涯学習の推進（人材育成、講座等の開催、自主活動

促進、図書サービスなど）

・社会教育施設の充実（施設整備事業、適切な維持管理など）

・芸術文化の振興（文化財の保存と継承、文化・芸術活

動の促進、新たな文化の創造など）

・青少年健全育成（青少年の健全育成、青少年活動の促

進、成人式の開催など）

スポーツ振興課

・生涯スポーツの推進（スポーツ大会・教室、スポーツ

少年団、総合型スポーツクラブ支援など）

・施設の整備充実（各種スポーツ施設の充実、健康レク

リエーションの環境づくりなど）

委員は市議会の同意を得て市
長が任命しますが、政治的な
影響は受けずに「中立」です！

行方市教育委員会

教育次長

■
Ｑ
＆
Ａ　

こ
ん
な
こ
と
は
？

Ｑ
：
子
ど
も
の
学
校
生
活
で
の
相
談
ご
と
は
？

Ａ
：
学
校
で
受
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
教
育
相

　
　

談
室
「
ポ
プ
ラ
」
で
も
相
談
業
務
を
行
っ
て

　
　

い
ま
す
。

Ｑ
：
小
学
生
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
加
入
に
つ

　
　

い
て
聞
き
た
い
の
で
す
が
？

Ａ
：
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
の
「
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
　

事
務
局
」
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

Ｑ
：
カ
ル
チ
ャ
ー
講
座
な
ど
は
何
が
あ
り
ま
す
か
？

Ａ
：
生
涯
学
習
課
北
浦
公
民
館
へ
お
尋
ね
く
だ

　
　

さ
い
。
平
成
24
年
前
期
に
は
定
期
的
な
講

　
　

座
16
コ
ー
ス
、
１
日
教
室
を
10
コ
ー
ス
計

　
　

画
し
て
い
ま
す
。

　行方市教育委員会　（各課へは）　℡ 0291-35-2111
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行方市文化財保護審議会について紹介します
　行方市文化財保護審議会は、市教育委員会の諮問に応じて、

文化財の保存活用に関する重要事項について調査審議し、こ

れらの事項に関して市教育委員会に意見を述べる機関です。

　審議会は任期 2年間で、会長・副会長を含め、現在 15 名

の委員によって組織されています。

　また、上部団体の鹿行文化財保護連絡協議会や、市内に存

在する埋蔵文化財の有無を確認調査する行方市遺跡調査会な

どの役員・委員も兼ね、文化財の保護活用に功績のあった人

物・団体を推薦・表彰したり、発掘調査における助言等その

活動は多岐に渡ります。さらには年数回、近隣市の委員との

合同研修会等も開催され、常に文化財に対して造詣を深める

活動も行っています。

髙橋　量光（石神）　　 荒張　髙一（行方）
植田　敏雄（島並）　　 羽生　　均（麻生）
宮内　俊雄（小牧）　　 山野　惠通（山田）
武田　　博（小幡）　　 髙野　　顕（小幡）
河野　勝雄（三和）　　 伊勢山雅昭（小貫）
風間　亨夫（芹沢）　　 仲田　洋二（藤井）
大和田　澒（玉造甲）　 飯田　俊彦（手賀）
山口　不岐（羽生）

髙野 　顕　会長 飯田　俊彦　副会長

善行青少年の推薦について
　地域において社会のため、また、自己啓発に努めてい

る青少年（個人・団体）を賞揚し、地域での青少年の健

全育成の推進を図ることを目的に、行方市民会議では、

平成 23年度から善行青少年の表彰を実施しています。今

年度も、地域の皆様、そして、青少年育成に係わる方々

から、善行行為の青少年の推薦をお願いします。

表彰対象内容

①奉仕賞　学校または地域社会への奉

仕活動を継続して２年以上行っている。

②親切賞　自己の利害を顧みないで人

に親切な行いをしている。

③学芸賞　学業または、文化・芸術の分野において、顕

著な成績を挙げ、地域社会に貢献している。

④あいさつ賞　明るく元気なあいさつをする運動に取り

組んでいる。

⑤その他　①～④以外に特に優れた善行があり他の模範

である。

　善行青少年の推薦は、小・中・高の学校長、地域の青

少年育成に係わる団体の会長を通していただくか、直接

生涯学習課までご報告ください。

対　　象　市内在住の小中高校生・18 歳未満の青少年

申込締切　推薦締切日　８月 31 日

問い合わせ　生涯学習課（北浦公民館内）　℡ 0291-35-2111

市営住宅入居者募集
住宅名 所在地 間取り 構造 募集戸数

みなみ原団地
（旧麻生）

青沼 841-14 ３ＬＤＫ RC造 4戸

諸井団地
（旧玉造）

玉造甲 4175 ３DK RC 造 １戸

募集期間　７月４日（水）～７月 13 日（金）

入居者資格　下の (1) ～（3）の全ての要件に該当する方

（1）単身入居以外の方で現在住宅に困っている方

（2）市税等を滞納していない方

（3）公営住宅法で定める基準内の収入である方

（例）一般世帯の場合　（1世帯の合計所得額　－　控除

額）÷ 12 ＝ 15 万 8千円以下

入居者の選考　市営住宅管理条例第 8条により入居者選

考委員会を行い入居者を決定いたします。

申込方法　所定の申込書に必要事項を記入し、都市建設

課 ( 玉造庁舎 ) に提出。

問い合わせ　都市建設課（玉造庁舎）　0299-55-0111

文化財愛護シンボルマーク
　このシンボルマークは、ひろげた両手の手のひらのパ

ターンによって、日本建築の重要な要素である斗栱（ときょ

う＝組みもの）のイメージを表し、これ

を三つ重ねることにより、文化財という民

族の遺産を過去、現在、未来にわたり永

遠に伝承してゆくという愛護精神を象徴し

たものです。
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